


















技術評価項目及び技術評価基準
技術評価を行うため入札者に提出を求める技術資料に係る評価項目、評価基準及び配点は次のとおりとする。

評価点 配点
履行確認
対象項目

配点 係数

(5.000点) 　a

評価点
履行確認
対象項目

1.000点

0.500点

0.000点

表彰時期

表彰対象

評価点
履行確認
対象項目

1.000点

0.500点

0.250点

0.000点

評価点
履行確認
対象項目

1.000点

0.500点

0.000点

0.000
～

5.000
点

5.000点 ‐

工事実績評価型Ⅱ型 技術評価点（満点） 10点

評価項目 評価基準

施工の確実
性

企業
同種工事の
工事成績

提出された技術資料を下表の評価基準に基づき評価する。

20

（評価点の算定値は小数第４位以下を切り捨てとする）

係数 a の設定は下記のとおり

同種工事の受渡しが令和3年
4月1日以降である場合

同種工事の受渡しが平成31
年4月1日から令和3年3月31
日までの間の場合

同種工事の受渡しが平成26
年4月1日から平成31年3月
31日までの間の場合

評価基準

評価点= ×
(同種工事実績の工事成績評定点×係数b-70)

×

3) 上記に該当しない 0

係数 b の設定は下記のとおり

1) NEXCO中日本の工事成績評定点の場合 0.936

2) 上記以外の発注機関工事成績評定点の場合 1.000

1) 同種工事実績がNEXCO東日本、
NEXCO中日本又はNEXCO西日本の発注
工事

1.00 0.50 0.25

2) 同種工事実績が上記①以外の公的
機関の発注工事

0.50 0.25 0.12

◇留意事項

①　（同種工事実績の工事の成績評定点×係数ｂ）が90点以上の場合、（同種工事実績の工事の成績評定点×係数ｂ）を90点として評価する。

②　（同種工事実績の工事の成績評定点×係数ｂ）が70点以下の場合又は工事成績評定の無い場合、評価点は0点とする。

③ 公的機関とは、国、地方公共団体、及び、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）第2条第1項の政
令で定める法人とする。

施工の確実
性

企業
同一工事種
別における
表彰実績

提出された技術資料を下表の評価基準に基づき評価する。

評価基準　／　評価点

‐
②　NEXCO東日本の事務所長による同
一工事種別における優秀工事等の表
彰又は支社長による功労表彰（工事
種別を問わない）の実績

1.000点 0.500点 0.250点

③　上記に該当しない 0.000点

表彰日が令和3年4月1日以降
である場合

表彰日が平成31年4月1日か
ら令和3年3月31日までの間
の場合

表彰日が平成26年4月1日か
ら平成31年3月31日までの
間の場合

配点
履行確認
対象項目

①　NEXCO東日本の社長表彰（工事種
別を問わない）又は支社長による同
一工事種別における優秀工事等の表
彰実績

2.000点 0.500点

2.000点

施工の確実
性

企業

品質管理・
環境・労働
安全衛生ﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ
の取得状況

提出された技術資料を下表の評価基準に基づき評価する。

評価基準 配点

1)品質管理ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（ISO9001）
2)環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（ISO14001）
3)労働安全衛生ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（COHSMS/ISO45001）
の取得状況

①　左記の1)から3)のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑのうち２つ以上を取
得している

1.000点 ‐

担い手確保
ワーク・ライフ・バラン
ス関連制度認定の取得状
況

提出された技術資料を下表の評価基準に基づき評価する。

評価基準 配点

1)女性活躍推進法に基づく認定（えるぼし認定企業（1段階目/2段
階目/3段階目）・プラチナえるぼし認定企業）
2)次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くるみん認定企業
（平成29年3月31日までの基準/平成29年4月1日～令和4年3月31日
までの基準/令和4年4月1日以降の基準）・トライくるみん認定企
業・プラチナくるみん認定企業）
3)青少年の雇用の促進等に関する法律に基づく認定（ユースエー
ル認定企業）
の取得状況

②　NEXCO東日本への平成26年4月1日から平成31年3月31日までの間の災害協力実績である場合
（受渡が完了したもののみを対象とする。履行中のものは対象としない）

④　上記に該当しない又は災害協力実績がない

◇留意事項

②　災害時の協力実績は１件に対してのみ評価する。複数の災害時の協力実績の提出があった場合、最も評価点の高い実績を評価対象とする。

③ NEXCO東日本への災害協力実績がある場合は、工事名、発注者名、工期、履行箇所、受渡時期等、災害協力の実績が確認できる書類の写し
（依頼書及び承諾書、発注書及び受渡書、又は契約書など）を添付すること。なお、添付されていない場合は「０点」で評価する。
④　既に受注した工事に、工事変更で追加された「応急復旧」の依頼である場合は「０点」で評価する。

⑤　NEXCO東日本グループ会社が依頼した災害協力実績については「０点」で評価する。

施工の円滑
性

地 域 精 通
度・当社へ
の貢献度等

災害時の協
力実績（緊
急災害復旧
工事等の施
工実績）

提出された技術資料を下表の評価基準に基づき評価する。

評価基準 配点

①　NEXCO東日本への令和3年4月1日以降の災害協力実績（受渡が完了したもののみを対象とす
る。履行中のものは対象としない）である場合

1.000点 ‐

②　NEXCO東日本への平成31年4月1日から令和3年3月31日までの間の災害協力実績である場合
（受渡が完了したもののみを対象とする。履行中のものは対象としない）

①同一認定を重複して取得している場合、認定数は１つとする。

①　同一工事種別とは、発注予定工事と競争参加資格における工事種別が同一であることをいう。
なお、発注予定工事の工事種別が「土木工事」又は「土木補修工事」の場合は、評価対象とする表彰実績の工種種別は「土木工事」及び「土木
補修工事」とする。
②　表彰実績は1件に対してのみ評価する。複数の表彰実績の提出があった場合、最も評価点の高い表彰実績を評価対象とする。

③　表彰状等の写しが添付されていない場合は、「提出無」として「0点」で評価する。

④　表彰が工事を履行した事業所に対するものであること。

⑤ 優秀工事等の表彰とは、各支社が規定する優秀工事等表彰「優秀工事、安全管理優秀工事、品質管理優秀工事、コスト縮減優秀工事、工程
管理優秀工事、又は優良工事」等としての表彰であること。

⑥　上記⑤以外の社長表彰又は支社長による功労表彰には感謝状を含む。

⑦ NEXCO東日本が発注した工事であって、かつ、確定した判決又は公正取引委員会による課徴金納付命令若しくは排除措置命令において独占
禁止法違反行為があったとされた工事の表彰実績（上記⑤を含む）は、評価対象としない（表彰実績として認めない）。

① 緊急災害復旧工事等とは、「東日本高速道路株式会社契約事務処理要領」に規定される災害復旧方式≪工事・調査等≫又は災害復旧方式
【簡易型】≪物品・役務≫に基づき契約したものをいう。

①　左記の1)から3)の認定のうち２つ以
上を取得している

1.000点 ‐
②　左記の1)から3)の認定のうち１つを
取得している

③　左記の1)から3)の認定を取得してい
ない

◇留意事項

②　左記の1)から3)のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑのうち１つを取得し
ている

③　左記の1)から3)のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを取得していない

◇留意事項
① 当該工事の施工を担当する部署が取得しているﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの対象部署であって、かつ取得しているﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑが規定している事業活動内
容が当該工事の施工に対して有効である場合に評価を行う。
②　取得しているﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑに認証されたことを証する書類の写しの提出ない場合は、評価しない。

③　上表3）においてCOHSMSとISO45001を両方取得している場合、取得数は１つとする。

◇留意事項

1.000点


